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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月16日(2018.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　配列番号１９に示すアミノ酸配列を有するポリペプチドを含むＴＲＡＩＬ受容体アゴニ
ストタンパク質。
【請求項２】
　配列番号１９に示すアミノ酸配列を有する２つのポリペプチドのダイマーを含むＴＲＡ
ＩＬ受容体アゴニストタンパク質。
【請求項３】
　前記２つのポリペプチドが、各ポリペプチドのシステイン残基５１３、５１９及び５２
２間に形成された３つの鎖間ジスルフィド結合を介して共有結合している、請求項２に記
載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質。
【請求項４】
　前記ポリペプチドの１６８位及び３３７位のアスパラギン残基の１個以上が、Ｎ－グリ
コシル化されている、請求項１に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質。
【請求項５】
　前記ポリペプチドの１６８位及び３３７位のアスパラギン残基の両方が、Ｎ－グリコシ
ル化されている、請求項１に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質。
【請求項６】
　前記ポリペプチドが、更に翻訳後修飾されている、請求項１に記載のＴＲＡＩＬ受容体
アゴニストタンパク質。
【請求項７】
　前記翻訳後修飾が、Ｎ末端グルタミンのピログルタメートへの修飾を含む、請求項６に
記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質。
【請求項８】
　請求項１に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質、並びに１つ以上の医薬的に
許容され得る担体、希釈剤、賦形剤及び／または佐剤を含む医薬組成物。
【請求項９】
　請求項１に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質をコードする核酸分子。
【請求項１０】
　請求項９に記載の核酸分子を含む発現ベクター。
【請求項１１】
　請求項９に記載の核酸分子を含む単離された細胞。
【請求項１２】
　真核細胞である、請求項１１に記載の細胞。
【請求項１３】
　前記細胞が哺乳動物細胞である、請求項１１に記載の細胞。
【請求項１４】
　前記細胞がチャイニーズハムスター卵巣（ＣＨＯ）細胞である、請求項１１に記載の細
胞。
【請求項１５】
　癌を有する被験者に対して、有効量の請求項１に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタ
ンパク質を投与することを含む、癌の治療方法。
【請求項１６】
　前記癌が、腫瘍を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記腫瘍が固形腫瘍である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記腫瘍がリンパ系腫瘍である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ポリペプチドの１６８位及び３３７位のアスパラギン残基の１個以上が、Ｎ－グリ
コシル化されている、請求項３に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質。
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【請求項２０】
　前記ポリペプチドの１６８位及び３３７位のアスパラギン残基の両方が、Ｎ－グリコシ
ル化されている、請求項１９に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質。
【請求項２１】
　前記ポリペプチドが、更に翻訳後修飾されている、請求項１９に記載のＴＲＡＩＬ受容
体アゴニストタンパク質。
【請求項２２】
　前記翻訳後修飾が、Ｎ末端グルタミンのピログルタメートへの修飾を含む、請求項２１
に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質。
【請求項２３】
　請求項３に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタンパク質、並びに１つ以上の医薬的に
許容され得る担体、希釈剤、賦形剤及び／または佐剤を含む医薬組成物。
【請求項２４】
　癌を有する被験者に対して、有効量の請求項３に記載のＴＲＡＩＬ受容体アゴニストタ
ンパク質を投与することを含む、癌の治療方法。
【請求項２５】
　前記癌が、腫瘍を含む、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記腫瘍が固形腫瘍である、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記腫瘍がリンパ系腫瘍である、請求項２５に記載の方法。
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